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●● ● Town news

各
家
で
も
ら
っ
た
お
菓
子
や
餅
は
神
社
に
奉
納

後
、
公
民
館
広
場
に
集
ま
っ
た
参
加
者
に
配
ら
れ

ま
し
た
。
老
若
男
女
み
ん
な
で
ま
わ
り
、
歌
い
踊

り
、
餅
投
げ
で
た
く
さ
ん
の
餅
や
お
菓
子
を
拾
い

ま
し
た
。
悪
天
候
で
は
じ
ま
っ
た
今
年
の
ア
キ
ム

チ
が
無
事
に
踊
り
終
わ
り
、
参
加
者
に
は
安
堵
の

笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

「
第
41
回
徳
之
島
町
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
が
９
月
20
日
、町
体
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
60
歳
以
上
の
選
手
と
観
客

約
４
５
０
名
が
参
加
し
大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

例
年
、
亀
津
児
童
公
園
で
行
わ
れ
て
い

る
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
昨
年
に
続

き
今
年
も
台
風
の
接
近
に
伴
い
、
体
育
セ

ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大
会

は
ス
プ
ン
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
リ
レ
ー
な
ど
12
種
目
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
熱
気
の
こ
も
る
体

育
館
の
中
で
、
熟
練
の
技
を
披
露
。
参
加

者
は
、
競
技
や
踊
り
、
応
援
な
ど
で
各
地

区
を
盛
り
上
げ
、
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

優
勝
は
亀
徳
チ
ー
ム
、
２
位
母
間
、
３

位
東
区
の
順
位
に
な
り
ま
し
た
。

ねんりんスポーツ大会
元気はつらつ、ねんりんパワー

町
商
工
会
女
性
部
で
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
運
動
と
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
を
外

し
て
集
め
「
再
資
源
化
」
す
る
こ
と
に
よ

る
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
」、
再
資
源
化
で
得
た

収
益
を
も
っ
て
「
発
展
途
上
国
の
子
ど
も

た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
贈
る
」
を
の
３
つ
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
た
運
動
で
す
。

同
女
性
部
は
不
要
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
蓋

の
回
収
を
呼
び
掛
け
、
洗
浄
や
梱
包
作
業

を
し
て
郵
送
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

で
10
月
ま
で
に
１
１
１
，
５
４
２
個
の
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
が
集
ま
り
、
約
４
３
５
人
分

の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が
途
上
国
の
子
ど
も

へ
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
の
皆
さ
ん
、
大
変
な
作
業
お
疲

れ
様
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
く
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

徳之島町商工会女性部
エコキャップで地域貢献

尾
母
青
年
団
長　

芳　

雅
浩
さ
ん

集
落
内
外
か
ら
の
沢
山

の
参
加
者
に
感
謝
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
来
年
の
五

穀
豊
穣
へ
期
待
を
寄
せ
、

集
落
代
表
の
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。

尾
母
集
落
で
９
月
22
日
、
伝
統
行
事
「
ア

キ
ム
チ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
イ
ッ
サ
ン

ボ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
か
か
し
に
似
た
人
形
を

先
頭
に
、
た
い
ま
つ
を
掲
げ
て
大
勢
の
住
民

が
集
落
内
を
回
り
、
に
ぎ
や
か
な
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

ア
キ
ム
チ
は
、
今
期
の
豊
作
に
感
謝
し
来

期
の
豊
年
を
祈
願
す
る
祭
り
。
今
年
は
あ
い

に
く
の
風
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加

者
は
転
居
者
の
家
や
集
落
の
辻
々
で
「
イ
ッ

サ
ン
ボ
ー
」
を
中
心
に
輪
を
作
り
、
太
鼓
に

合
わ
せ
て
「
ど
ん
ど
ん
節
」
を
歌
い
踊
り
ま

し
た
。
雨
も
次
第
に
上
が
り
、
地
元
の
氏
神

で
あ
る
溝
川
（
じ
ょ
う
ご
）
神
社
に
戻
っ
て
、

大
き
な
輪
を
作
り
踊
り
納
め
を
し
ま
し
た
。

尾母　アキムチ
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●
増
え
る
ノ
ネ
コ
被
害

ノ
ネ
コ
は
人
の
管
理
下
に
無
い

野
生
化
し
た
猫
の
こ
と
で
、
山
野

に
捨
て
ら
れ
た
飼
い
猫
や
ノ
ラ
猫

が
山
中
に
逃
げ
る
な
ど
し
、
野
生

生
物
が
エ
サ
と
し
て
狙
わ
れ
ま

す
。
飼
い
猫
や
人
々
が
暮
ら
す
集

落
内
に
住
む
ノ
ラ
猫
に
不
妊
手
術

を
施
さ
な
い
こ
と
も
、
ノ
ネ
コ
の

増
え
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
本
年
４
～
９
月
末
ま

で
で
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の

死
体
が
計
15
頭
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
環
境
省
徳
之
島
自
然
保
護
官

事
務
所
は
「
死
体
の
状
況
か
ら
、

そ
の
う
ち
の
大
半
が
ネ
コ
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
死
亡
原
因

を
推
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
に
比

べ
て
も
大
幅
に
被
害
が
増
え
て
お

り
、
早
急
な
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
飼
い
猫
の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

島
内
３
町
は
、
前
述
し
た
飼
い

猫
の
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
、
猫
を
適
正
管
理
す
る
よ
う
定

め
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
９
月
末

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
準
備
作
業

が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
地
元
の
抱
え
る
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
ノ
ネ
コ
に
よ
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
の
捕

食
被
害
で
す
。
島
内
３
町
は
本
年
４
月
１
日
付
で
「
飼
い

猫
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

飼
い
猫
の
適
正
な
管
理
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ノ
ネ
コ
被
害
の
実
態
と
対
策
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

時
点
で
87
頭
が
登
録
済
み
で
す

が
、
全
て
の
飼
い
猫
の
登
録
が
実

現
で
き
る
よ
う
、
住
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
条
例
で
は
以
下
の

点
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
飼
い
猫
を
登
録
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。
登
録
料
は

５
０
０
円
で
す
。

②
放
し
飼
い
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

③
ノ
ネ
コ
に
対
す
る
無
責
任
な
餌

や
り
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

④
飼
い
猫
を
捨
て
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
ま
す
。
飼
い
猫
を
処
分
す

る
と
き
は
保
健
所
に
届
け
て
く

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み

第
７
回

だ
さ
い
。飼
い
猫
を
捨
て
る
と
、

２
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
避
妊
出
術
を
施
し
ま
し
ょ
う

猫
は
年
に
３
～
４
回
出
産
で

き
、
１
度
に
３
～
６
匹
生
む
こ
と

が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

飼
え
な
い
猫
を
増
や
す
事
で
ノ
ラ

猫
が
増
え
、
ノ
ネ
コ
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
。
性
成
熟
前
に
手
術

を
行
い
、
可
愛
そ
う
な
猫
を
増
や

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
ま

し
ょ
う

島
内
３
町
は
来
年
３
月
27
日
ま

で
、
環
境
省
の
支
援
を
受

け
「
犬
・
猫
等
へ
の
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
支
援
事

業
」（
た
だ
し
、
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
が
な
く
な
り
次

第
終
了
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
装
着
費
用
は
無
料
で

す
。
詳
し
く
は
、
町
役
場

住
民
生
活
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ノ
ネ
コ
に
よ
る
被
害
の
現
状

ノ
ネ
コ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
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下
久
志
は
、島
唄
の「
全
島
口
説
」で「
タ

コ
が
一
番
採
れ
る
村
」
と
歌
わ
れ
た
ほ
ど
、

昔
か
ら
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
す
。

押
切
川
や
田
行
川
な
ど
中
小
の
河
川
が
集

落
内
を
流
れ
水
量
が
豊
富
な
た
め
、
明
治

末
に
鉱
山
開
発
が
始
ま
る
ま
で
は
島
内
有

数
の
稲
作
地
帯
で
も
あ
り
ま
し
た
。
明
治

20
年
ま
で
は
久
志
村
と
称
し
て
い
た
の
で

す
が
、
宇
検
村
の
久
志
と
区
別
す
る
た
め

鹿
児
島
県
の
告
示
で
下
久
志
と
改
称
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
集
落
の
守
り
神
が
水
神
様

で
す
。
神
社
は
、
ノ
ロ
が
馬
を
つ
な
ぎ
川

で
身
を
清
め
る
な
ど
の
祭
祀
を
つ
か
さ
ど

る
場
所
だ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
残
り
、
神

山
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
コ
ウ
ヌ
山
に

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
は
、

こ
の
神
山
を
背
に
ノ
ロ
の
ト
ネ

ヤ
や
テ
ラ
が
あ
り
、
百
軒
ほ
ど

の
家
々
が
固
ま
っ
て
集
落
を
形

成
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

水
神
様
は
元
々
、
今
の
教
会

が
建
っ
て
い
る
辺
り
に
あ
り
、

祠
の
中
に
イ
ビ
ガ
ナ
シ
（
石
や

岩
の
神
様
）
と
し
て
祭
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
明
治
に
な
っ
て

現
在
の
場
所
に
社
殿
を
建
て
た

際
に
移
し
、
家
内
安
全
、
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
正
時
代
に
な
る
と
、
銅
山
の
開
発
が

盛
ん
に
な
り
、
商
店
や
事
業
所
、
病
院
な

ど
が
並
び
、
昭
和
３
年
に
閉
山
と
な
る
ま

で
村
は
大
変
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
神

社
の
鳥
居
も
そ
の
時
代
に
建
て
ら
れ
、
町

の
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
下
久
志
棒
踊
り
」

も
、
こ
の
頃
に
習
っ
た
も
の
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

祭
神
は
、
ア
マ
ン
ナ
イ
ク
ラ
と
い
う
ノ

ロ
神
様
で
、
そ
こ
に
地
元
で
信
仰
さ
れ
て

い
た
ミ
ズ
カ
ミ
信
仰
が
加
わ
り
、
水
神
様

と
し
て
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
も
春
秋
の
彼
岸
に
は

水
取
り
神
事
を
行
い
、
水
が
枯
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
７
回
＝
下
久
志
集
落
＝

〔下久志集落の文化財〕
下久志水神様、下久志銅山、下久志棒踊り
【お問い合わせ先】
町郷土資料館
☎ 82―２９０８

集落民が崇める水神様

●
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

決
め
ら
れ
た
処
分
方
法
や
場
所
、
分
別

方
法
以
外
で
ゴ
ミ
を
捨
て
る
こ
と
を
「
不

法
投
棄
」
と
い
い
、
法
律
で
「
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
」
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
会
社
の
場
合
は
、「
３
億
円

以
下
の
罰
金
」
と
い
う
厳
し
い
罰
則
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

無
く
そ
う
不
法
投
棄

●
減
ら
な
い
不
法
投
棄

島
内
３
町
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
に
向

け
た
パ
ト
ロ
ー
ル
や
関
係
団
体
と
連
携
し

た
回
収
作
業
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
不
法
に
投
棄
さ
れ
る
ゴ

ミ
は
減
ら
な
い
状
況
で
す
。
不
法
投
棄
は

景
観
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
動
植

物
の
生
育
環
境
を
脅
か
し
ま
す
。
ゴ
ミ
か

ら
出
る
有
害
物
質
は
、
土
壌
や
水
源
を
汚

染
し
悪
臭
を
発
生
さ
せ
、
我
々
の
暮
ら
し

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

●
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た

ら
通
報
を

不
法
投
棄
の
可
能
性
が

あ
る
現
場
を
見
つ
け
た
ら
、

時
間
と
場
所
、
投
棄
物
の

内
容
、
行
為
者
の
特
徴
や

車
両
等
に
注
意
し
て
、
町

役
場
住
民
生
活
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

町内の山間部に不法に投棄されたゴミ（ビール缶など）



– 6 –2014 年 11 月号広報とくのしま

平成 25 年度　徳之島町　決算のあらまし



– 7 – 広報とくのしま 2014 年 11 月号

平成 25 年度　徳之島町　決算のあらまし



– 8 –2014 年 11 月号広報とくのしま

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が平成 19 年 6 月に交付されました。こ
れにより、各自治体が財政健全性に関する比率（「健全化判断比率」及び「資金不足比率」）を公表し、各
比率が基準以上の場合には、議会の議決を経て、財政健全化計画等を作成し、財政の早期健全化や再生等
を図ることとなります。

■徳之島町の平成 25 年度決算における「健全化判断比率」及び「資金不足比率」について
＜健全化判断比率＞

平成２５年度 平成２４年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － － １５．００％ ２０．００％
連結実質赤字比率 － － ２０．００％ 3０．００％
実質公債費比率 １４．６％ １４．９％ ２５．００％ ３５．００％
将来負担比率 ７０．９％ ６８．９％ ３５０％
※	 黒字により、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は算定されないため「－」を記載

○実質赤字比率・・・一般会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、年
間の収入に対してどれだけ赤字となってしまったかを示します。
⇒一般会計等の実質収支は黒字であるため算定されていません。

○連結実質赤字比率・・・全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、日
常の生活費と学費の積立口座等の全ての出し入れを含めた赤字の割合を示します。
⇒全ての会計の実質収支は黒字であるため算定されていません。

○実質公債費比率・・・一般会計等が負担する地方債の元利償還金及び準元利金の標準財政規模に対する
比率。家計でいえば、１年間の収入に対する、借金の返済額の割合を示します。
⇒平成２５年度は、前年度比△０．３％と減少しています。減少した主な要因は、地方債の元利償還
金（△８２，２７０千円）の減少などによります。

○将来負担比率・・・一般会計が負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、
１年間の収入に対して、住宅ローン等の借金の返済や将来支払う事が確定している費用の割合を示します。
⇒平成２５年度は、前年度比２．０％と増加しています。増加した主な要因は、公営企業債等繰入見
込額（１２５，４５５千円）及び、組合負担等見込額（１０１，５３０千円）の増加などによります。

＜資金不足比率＞
会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業特別会計（法適用） －

２０．０
簡易水道特別会計（法非適用） －
農業集落排水事業特別会計（法非適用） －
公共下水道事業特別会計（法非適用） －
※資金不足比率が算定されないため、「－」を記載。なお、「法適用とは公営企業法の全部又は一部を摘要している事業
をいい、「法非適用」とは、それ以外の事業を言います。

○資金不足比率・・・公営企業会計毎の資金不足額の事業規模に対する比率で、一般会計等の実質赤字比
率にあたります。
⇒各会計とも黒字であるため算定されていません。

徳之島町の平成２５年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも早期健全化基
準または経営健全化基準を下回っています。しかしながら今後は地方交付税の減少も予想されるため、
町債の計画的発行、自主財源の確保、行政改革による経常経費の更なる削減を進めながら、町財政の
健全化に努めてまいります。

平成25年度決算における健全化判断比率・資金不足比率の公表について
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11/15
～

12/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
11
月
16
日

第
２
回
地
区
対
抗
駅
伝
競
争
大
会

■
11
月
21
日　

10
時
～
15
時

福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
町
体
育
セ
ン
タ
ー
）

■
11
月
22
日　

９
時
30
分
～

食
と
農
林
漁
業
の
祭
典

（
美
農
里
館
）

■
11
月
30
日　

９
時
～

健
康
ま
つ
り

（
町
体
育
セ
ン
タ
ー
）

■
11
月
30
日　

10
時
～
15
時

年
金
相
談

（
東
区
公
民
館）

■
12
月
１
日　

10
時
～
15
時

特
設
人
権
相
談
所
開
設

（
東
区
公
民
館）

■
12
月
13
日

第
55
回
日
本
復
帰
記
念
大
島

地
区
駅
伝
競
争
大
会

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

消防

◎
消
防
法
に
よ
り
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

●
新
築
住
宅
…
平
成
18
年
６
月
１
日

か
ら

●
既
存
住
宅
…
平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
に
設
置

●
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
一
般
住

宅
（
全
世
帯
）
に
設
置
義
務
に
な

り
ま
し
た
。

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
は

早
め
に
設
置
い
た
し
ま
し
ょ
う
!!

※ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
に
関
す

る
お
問
合
わ
せ
・
ご
質
問
は
上
記
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

徳
之
島
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部　

予
防
係
・
本
署

☎
83
―
３
１
６
０

問
11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
。

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

奄
美
大
島
年
金
事
務
所
で
は
、

11
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り

午
後
３
時
ま
で
、
東
区
公
民
館
で

年
金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
年
金

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年金

な
お
、
ご
来
場
の
際
は
年
金
手

帳
や
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」、
運

転
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
で
き
る

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
30
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
東
区
公
民
館

将
来
の
人
生
設
計
の
た
め
に
！

年
金
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
２
）

問

募集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
案
内

第
２
回
　
徳
之
島
町
食
と
農
林
漁
業
の
祭
典

消
防
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
！

消防

相談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
家
庭
内
の
も

め
ご
と
、
親
子
、
夫
婦
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
公
害
、
差
別
・
い
じ
め
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
開
設
日
　
平
成
26
年
12
月
１
日
（
月
）　

10
時
～
15
時

■
場
所　
　

東
区
公
民
館

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局　

☎
０
９
９
７
―

５２
―
０
３
７
６

問 ◆
開
催
期
日　

平
成
26
年
11
月
22
日
（
土
）

◆
開
催
場
所　

美
農
里
館

◆
開
催
時
間　

９
時
30
分
～
15
時

◆
内　

容　

農
業
○
×
ク
イ
ズ
、
さ
と
う
き
び
重
量

あ
て
ク
イ
ズ
、
青
空
市
場
、
お
魚
市
場
、

散
水
器
具
・
パ
ネ
ル
展
示
、木
工
体
験
、表
彰
式
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
各
種
舞
台
イ
ベ
ン
ト

◆
出
店
募
集　

農
産
物
・
加
工
品
・
食
料
品
・
雑
貨
等
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

※
食
品
衛
生
関
係
は
各
自
で
保
健
所
へ
対
応
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
込
み
方
法　

役
場
農
林
水
産
課
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

◆
お
申
込
み
期
限　

平
成
26
年
11
月
７
日
（
金
）
ま
で

※
尚
、
先
着
順
に
つ
き
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。

農
林
水
産
課　

担
当　

常
山

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

問
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保育所

１
月
か
ら
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

平
成
27
年
度
　
保
育
所
入
所
申
込
に
つ
い
て

募集

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
認
可
保
育
所(

園)

・
へ
き
地
保

育
所
の
入
所
申
込
を
下
記
の
と
お
り
受
付
い
た
し
ま
す
。

申
込
書
は
、
役
場
介
護
福
祉
課
・
花
徳
支
所
・
各
保
育
所
に
あ

り
ま
す
。
な
お
、
現
在
入
所
中
の
方
に
つ
い
て
は
、
保
育
所(

園)

を
通
し
て
「
保
育
継
続
希
望
等
調
査
」
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

平
成
27
年
１
月
５
日(

月)

か
ら

　
　

平
成
27
年
１
月
30
日(

金)
ま
で

■
徳
之
島
町
内
の
認
可
保
育
所(

園)

◇
亀
津
保
育
園(

私
立)

定
員
１
０
０
名

…
お
お
む
ね
０
歳
３
ヶ
月
か
ら

◇
亀
徳
保
育
園　

(

私
立)

定
員
１
０
０
名

…
お
お
む
ね
０
歳
３
ヶ
月
か
ら

◇
母
間
保
育
所(

公
立)

定
員
60
名

…
４
月
初
日
に
１
歳
に
な
っ
て
い
る
児
童

※
認
可
保
育
所(

園)

へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、
両
親
い
ず
れ

も
が
次
の
事
情
に
あ
る
場
合
で
す
。

・
家
庭
外
労
働
・
家
庭
内
労
働

・
親
の
い
な
い
家
庭
・
母
親
の
出
産
等

・
病
人
の
看
護
等
・
家
庭
の
災
害

■
徳
之
島
町
内
の
へ
き
地
保
育
所

◇
井
之
川
へ
き
地
保
育
所(

公
立)

定
員
35
名

…
満
２
歳
か
ら

◇
尾
母
へ
き
地
保
育
所(

公
立)

定
員
35
名

…
満
２
歳
か
ら

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
」
を
見
つ
け
た
と
き
「
あ
な
た
」
か

ら
の
連
絡
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
ど
ん
な

小
さ
な
事
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、

下
記
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
在
子
育
て
中
の
方
が
不
安

や
悩
み
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

き
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

虐待

あ
な
た
か
ら
の
連
絡
が
、
子
ど
も
を
守
る
大
き
な
一
歩
で
す

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
！

町
介
護
福
祉
課　

児
童
福
祉
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

問

徳
之
島
町
で
は
、
新
規
作
物
の
栽
培
等
に
つ
い
て
の
意

欲
を
有
す
る
皆
さ
ん
が
、
新
規
作
物
の
本
格
的
な
栽
培
や

環
境
保
全
型
農
業
等
新
た
な
栽
培
方
法
へ
の
転
換
等
に
取

り
組
む
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
概
要
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
事
業
内
容

徳
之
島
町
内
の
農
地
に
お
い
て
、
新
規
作
物
の
本
格

的
な
栽
培
や
環
境
保
全
型
農
業
等
新
た
な
栽
培
方
法
へ

の
転
換
等
を
行
う
場
合
、
事
業
の
実
施
に
必
要
な
作

物
の
種
子
代
、
苗
木
代
等
に
つ
い
て
そ
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

※
「
新
規
作
物
の
本
格
的
な
栽
培
」
に
つ
い
て
は
、

事
業
に
応
募
さ
れ
る
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
新
規

作
物
で
あ
り
、
徳
之
島
町
に
お
い
て
新
た
に
導
入
さ
れ

新
た
な
挑
戦
を
お
手
伝
い
し
ま
す

農
産
物
栽
培
普
及
促
進
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

★
『
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
』
を
見
つ
け
た
と
き
の
連
絡
・

子
育
て
に
関
す
る
ご
相
談
★

・ 

大
島
児
童
相
談
所
　
☎
０
９
９
７
―
53
―
６
０
７
０

・
徳
之
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
83
―
３
１
２
１
／
０
８
０
―

８
３
５
５
―
７
９
３
９
（
公
用
携
帯
）

・
徳
之
島
町
介
護
福
祉
課
　
☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）　　

０
８
０
―
２
７
７
５
―
６
４
７
９
（
公
用
携
帯
）

・
徳
之
島
警
察
署
　
☎
83
―
０
１
１
０

・
徳
之
島
福
祉
事
務
所
　
☎
82
―
０
２
３
３

（
休
日
・
夜
間
の
虐
待
な
ど
緊
急
の
場
合
は
徳
之
島
警
察
署
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。）

る
作
物
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
選
定
方
法

事
業
の
内
容
及
び
実
施
方
法
、
実
現
可
能
性
、

他
計
画
等
と
の
整
合
性
等
の
観
点
か
ら
、
選
定
委

員
会
に
お
い
て
補
助
対
象
者
、
補
助
額
等
に
つ
い

て
決
定
し
ま
す
。

３
．
募
集
期
間

12
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
募
集
を
行
い
、
12
月
下
旬

に
補
助
対
象
案
件
を
決
定

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

町
農
林
水
産
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

問
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病害虫

松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す

松
く
い
虫
に
注
意
! !

町
農
林
水
産
課　

林
務
水
産
係　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

徳
之
島
地
区
森
林
組
合　

☎
82
―
１
４
２
９

問

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
月
間
を
実
施
し

ま
す
。

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相
談
に

は
、
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

●
実
施
機
関

鹿
児
島
地
方
法
務
局

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

●
実
施
日
時

○
期
間　

平
成
26
年
11
月
17
日

（
月
）
～
11
月
23
日
（
日
）
ま
で

○
時
間　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
ま
で

土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
～
午

後
５
時
ま
で

●
電
話
番
号

鹿
児
島
地
方
法
務
局

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。）

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
４

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
月
間

問

近
年
、
徳
之
島
島
内
に
お
い
て
、
松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
松
く
い
虫
被
害
は
、
葉
の
色
が
変
色
し
始
め
る
な
ど
の
兆
候
が
現
れ
た

後
で
は
，
枯
れ
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
松

が
健
全
な
内
に
薬
剤
の
散
布
や
注
入
等
の
施
行
が
効
果
的
で
す
。
こ
の
薬
剤
は
、

森
林
組
合
に
て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
庭
松
等
個
人
所
有
松
の
保
全
を
希
望

す
る
方
は
左
記
連
絡
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

① 4 月下旬～ 8 月上旬に、マツノザイセンチュウ（以下センチュ
ウ）を体内に保持したマツノマダラカミキリ（以下カミキリ
ムシ）が枯れ松から脱出する。

②カミキリムシは，健全な松の枝（2 ～ 3 年目のものを好む）
を後食（成虫になった後で、性成熟のために餌を食べること）。

③カミキリムシの後食時に、センチュウがカミキリムシの気管
から這い出してきて、剥き出しになった幹（カミキリムシの
後食痕）から松に侵入し増殖を開始。

④センチュウに侵された松は，急激に樹勢が衰え枯死。この時
期、枯れていくこの松にカミキリムシが産卵と後食を繰り返
す。

⑤枯れかかったり、枯れたりして樹脂が流動しなくなった松
は、生まれたカミキリムシの幼虫にとって松の樹脂に巻かれ
ない良好な生活環境となる。

⑥幼虫は、やがて松の幹内部に蛹室を作り幼虫のまま越冬。こ
の時期にセンチュウは蛹室の周囲に集まる。

⑦翌春、カミキリムシは蛹化・羽化。この時期にセンチュウは
カミキリムシの気管に潜り込み、カミキリムシの脱出・後食
で次の松へと感染していく。

マツノマダラカミキリ（成虫）

マツノマダラカミキリ（幼虫） マツノザイセンチュウ

松枯れの仕組み
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お問合せ先：徳之島町総合食品加工センター
美農里（みのり）館
住所：〒 891―7111　徳之島町徳和瀬 615―1
電話番号：0997―83―4111
Email：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課公式 facebook ページでも、
美農里館の情報を発信しています。
http://www.facebook.com/chiikiei . tokunoshima

美農里館だより１1月号

青空市場やフリーマーケットをはじめ、お魚市場や美
農里館オリジナルカレー等も販売されます。また、メリ
クローン苗の販売や、サトウキビ重量当てクイズ、農業○×クイズなどのゲームも目白押しです。
さらに、木工体験や農業パネルや散水器具の展示、夢ある絵画展や優良農家の方の表彰式なども
行われますので、是非お越しください。

※なお、当日の駐車場につきましては、
創価学会徳之島会館の駐車場をご利用ください。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

10
月
８
日
（
水
）
に
井
之
川

中
学
校
に
お
い
て
平
成
25
・
26

年
度
大
島
地
区
・
徳
之
島
町

授業力を高める！～研究公開授業～

11 月 22日（ 土） 9時 30分～ 15時

徳之島町総合食品加工センター美農里館にて

食と農林漁業の祭典が開催されます。

指
定
研
究
協
力
校
「
学
力
向
上
」
公
開
研

究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
確
か
な
学
力
を
育
む
指
導
の
あ
り

方
の
研
究
」
に
つ
い
て
、
２
年
間
の
研
究

成
果
を
全
体
会
に
お
い
て
発
表
し
、
そ
の

後
１
年
生
国
語
、
２
年
生
数
学
、
３
年
生

社
会
の
公
開
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

は
、
た
く
さ
ん
の
学
校
関
係
者
の
方
々
の

見
守
る
中
で
し
た
が
、
授
業
の
中
で
は
教

師
と
共
に
真
剣
に
考
え
、
友
だ
ち
と
学
び

合
い
、
高
め
合
う
姿
が
、
ど
の
学
級
で
も

み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
毎
年
町
内
で
研
究
協
力

校
の
授
業
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
よ
り
質

の
高
い
授
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て
語
り
合
う
！　

～
移
動
教
育
委
員
会
～

毎年１回実施している移動教育委員会が
９月１８日（木）に亀津南区公民館にて行
われました。もっと地域の声を取り入れな
がら開かれた教育行政を目指し、地域に出
かけ徳之島町の教育について語っていこう
という趣旨で開催されています。

教育行政懇談会では「徳之島町の子ども
たちの将来のために今、家庭や地域は何を
なすべきか」というテーマで、亀津小、亀
津中、学士村塾の様子やこれからの家庭・
地域の連携の方向性について熱心に意見交
換がなされました。

今後も移動教育委員会等を通して、地域
の意見を大切にし、学校・家庭・地域・行
政がより密接に連携し、教育行政を充実さ
せていきます。
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満 100 歳到達者紹介

町の話題

特集　世界自然遺産への歩み

平成 25年度　決算のあらまし

平成25年度決算における健全化判断
比率・資金不足比率の公表について
町からのお知らせ

教育委員会だより／美農里
館だより
議会だより

健康トピックス

戸籍の窓／町立幼稚園園児募集
／成人式案内
わきゃ学校自慢（亀津中学
校）／題字紹介／目次
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27
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表紙写真

町内の各小中学校で秋季大運動会
が行われ、子ども達が力の限り競技
に奮闘しました。
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